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◆年齢  ７ 歳 ◆性別  男 

◆障がいの状況 広汎性発達障がい、知的障がい  療育手帳Ｂ１ 

◆生活状況 ◆家族状況（ジェノグラム） 

元父親による姉への虐待、母親に対する暴力

があり、その後離婚。母子家庭となる。現在

は母親のパート収入と母子手当で生活し、非

課税世帯。母親は理解が難しく会話がかみ合

わない面があり、家事・育児能力共に低く、

ストレス状況になると本児に対して手が出て

いる状況。 

 

 

◆相談に至るまでの経緯 

乳幼児期より母親の本児への身体的虐待があり、保健センターや家庭児童相談室が関与して

いる。１歳児から保育所に入所。１歳半健診で発達の遅れを指摘され、２歳より児童発達支援

事業所に週２回通室。就学相談を経て支援級に入学。学童を利用していたが本児が登校を渋り、

学童へ行くことを嫌がるようになったことから母親から相談が入り、サービスの利用を希望さ

れたことにより、支援が再開となった。 

 

◆アセスメントする上での配慮点 

保護者との話の中では、本児に対する乳幼児期の様子や現在に至るまでの経緯が不確かな場

合もあるため、各関係機関に情報を収集することが必要である。また、保護者の状況によって

は、保護者との会話においても質問した内容と異なる返答が返ってくることも想定され、母親

に分かりやすく説明するなど丁寧な配慮が重要である。 

各関係機関からの情報収集としては、本児の発達に関して年長児までの児童発達支援事業所

での様子や発達検査結果、保育所での様子の聞き取りを行い、発達の経緯の把握を行う。また、

学校側から現在の本児のＡＤＬやコミュニケーション能力、社会性の状態を聴取することで、

本児の課題が鮮明に浮かび上がってくるだろう。本児への虐待に関する件については、家庭児

童相談室との連携を行い、虐待を防ぐための見守りや母親の家事、育児の負担軽減も含めた支

援内容を考えることが必要である。 

 

 
 
 

姉(12歳)  

母(38歳）  

本人(７歳)  

【事例３】保護者支援が必要な事例 

～複数の課題を抱える家族における児童の支援を考える～ 

１．事例の概要 
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◆経過と今後の相談支援専門員による支援の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１歳 母親からの身体的

虐待 

小１ 公立小学校入学 

(支援学級、学童利用) 

５月 20日 自宅に訪問 

→「一次アセスメント票」Ｐ201 作成 

６月２日 ニーズ整理Ｐ209  

「申請者の現状」Ｐ210 作成 

年中 広汎性発達 

  障がいの診断 

療育手帳取得 

２歳 児童発達支援 

通所開始 

１歳半健診 

（発達の遅れを指摘） 

６月 14日 「サービス等利用計画」Ｐ212 作成 

７月 サービス利用

開始 

９月 25日 「モニタリング報告書」Ｐ214 作成 ３ヶ月後 

２．支援プロセス 
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【障がい児用】訪問票（一次アセスメント票） 

受付 No.12345 

氏   名：○○ ○太 

訪問年月日： 平成 26 年 ５ 月 20 日 

訪問目的（事前に具体的に記入） 

サービス等利用計画作成にあたってのアセスメ

ントを行うため 

訪問者所属 ○○相談支援センター 

氏   名 △△ △△ 

障

が

い

児

本

人

の

概

要 

生
育
・
療
育
・
教
育
歴 

○年○月○日、2850gで出生。現在小学１年生。 

出生時異常無し。光線療法２日。１歳半健診で発達の遅れを指摘され、２歳より年長児

まで児童発達支援事業所へ親子で週２回通室。 

母親就労、母親の本児に対する身体的虐待もあり、１歳より保育所入所。 

就学に向けて就学相談を利用し、学校側と何度か話し合った結果、支援学級入級。学童

利用。家庭児童相談室より放課後等デイサービスの利用も勧められたが、母親の方がい

くつも利用することで混乱すること、放課後等デイサービスとの違いが理解できないこ

とより学童利用にとどまる。 

病
歴
・ 

障
が
い
歴 

年月 事  項 年月 事  項 

５歳 広汎性発達障がい(知的障がいを伴う)

の診断 

  

    

    

障がい・疾病 
□身体障がい ■知的障がい □精神障がい ■発達障がい □難病 □その他 

障がい名・診断名・疾病名（広汎性発達障がい(知的障がいを伴う)        ） 

障がい手帳 身障手帳（      、  級） 療育手帳（ Ｂ１ ） 精神保健福祉手帳（  級） 

障がい程度 
□小児区分１  □小児区分２  □小児区分３  □重心 

□区分１ □区分２ □区分３ □区分４ □区分５ □区分６ □医療型 □療養介護型 

医療機関利用状況[現在の受診状況、受診科目、頻度、主治医、どの疾患での受診] 

○○大学附属病院小児科発達外来受診 ６か月毎に受診 

 
 

医療保険 ■国民健康保険 □健康保険 □生活保護 

医療費の助

成等 

□自立支援医療費（□育成医療 □更生医療 □精神通院） 

□重度障がい者医療費助成 □小児慢性特定疾患費助成 □難病医療費助成   

現在利用している福祉サービスや福祉用具 

なし 
 

生活状況［平日の生活１日の流れ] ＊週間生活表が必要な場合は別紙に記入 

 

本児 
    起床朝食登校（小学校）       学童  帰宅   夕食･入浴  就寝 

 

    ６      ９     12      15      18     21     24     ３ 

保護者 起床   パート            帰宅 迎え 夕食準備          就寝 

（母） 朝食準備                       夕食･本児と入浴 

 

［休日などの生活の１日の流れ］＊いくつかの１日の生活の流れがあれば、別紙に記入 

 

本児 
       起床 朝食  祖母宅で過ごす         夕食 入浴  就寝 

 

    ６      ９     12      15      18     21     24     ３ 

保護者   起床      祖母宅へ送る            夕食        就寝 

（母）   朝食準備 
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■本児の生育歴 

区  分 成 長 の 様 子 等 

胎
生
期 

母親の環境 

■就労 □持病（       ） □病弱 □疾病（             ） 

□服薬（           ） □飲酒（飲酒量              ） 

□喫煙（喫煙量        ） □転居 □離婚  

□その他（                                 ） 

妊娠の様子 

つわり（□重い ■軽い）□疾病（□切迫流産 □妊娠中毒 □その他（     ） 

服薬（薬名          ） 

精神状態（□いらつき □不眠 □不安 □その他（              ） 

出
生
時 

父母の年齢 父親    歳   母親  31  歳 

出産予定日  ○年 ○月○日より ■早い（３日）、 □遅い（  日） 在胎 39週 ４日 

出 産 場 所  ■病院  □産院  □その他（                       ） 

分 娩 状 況  

■普通 □吸引 □鉗子 □帝王切開 □骨盤位 □陣痛促進剤を使用 

□その他（           ） □仮死（  分）  □保育器（  日）  

出生時体重（ ２８５０ｇ） 身長（ ４７．５ｃｍ） 頭囲（  ｃｍ） 

胸囲（    ｃｍ） アプガースコアー（１分後     ／５分後      ） 

新
生
児
期 

黄疸 □なし  □普通（   日）   ■強い（光線療法  ２ 日） 

授乳 □母乳  □人工栄養  ■混合（                      ） 

哺乳力 □良   □不良    ■不明 

乳
幼
児
期 

気になるこ

と・困ったこ

と 

□ミルクの飲み方 ■よく泣いた □泣き止まない □おとなしい □泣かない 

□睡眠（日中            、夜間                 ） 

□その他（ 

                                    ） 

成
長
の
記
録 

首のすわり（ ５ヶ月頃 ） 寝返り（ ７ヶ月 ） おすわり（ ９ヶ月 ） ずりばい（ １０ヶ月 ） 

よつばい（ １１ヶ月 ） つかまり立ち（    ）伝い歩き（    ） 独歩（ １５ヶ月 ） 

追視（    ） 玩具に手を伸ばす（    ） あやすと笑う（    ） 人見知り（ 無 ） 

動作模倣（   ） 指さし（   ） 喃語（    ） 初語（ １６ヶ月 ） 二語文（    ） 

そ
の
他 

予 防 接 種  
■ポリオ ■百日咳 ■ジフテリア ■破傷風 ■麻疹 ■ＢＣＧ 

□その他（                                 ） 

既 往 症  
□ひきつけ・けいれん（初発  歳  月頃、発熱の有無：あり・なし） 

□麻疹 □耳下腺炎 □水痘 □風疹 □その他（               ） 

健
康
診
査
の
経
過 

1歳６ヶ月 

□普通  ■要観察  □未受診 

発達全体の遅れを指摘される 

 
 

 

３歳６ヶ月 

□普通  ■要観察  □未受診 

発達全体の遅れを指摘される 

 
 

 

 歳 ヶ月 

□普通  □要観察  □未受診 

 

 

 

 

 歳 ヶ月 

□普通  □要観察  □未受診 
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■本児の状況 

1.現在の様子 

項 目 本児・保護者に聞いたこと 対応者が気付いたこと 

長所・特技 

好きなことはすぐ覚える 

 

 

 

電車の種類を良く知って

いる 

 

 

好きなこと 

プラレール 

ゲーム(マリオ) 

 

 

帰宅後はゲームをしてい

ることが多い 

苦手なこと 

勉強 

文字を書くこと 

集団活動 

 

 

勉強に対する苦手意識が

強い 

 

２ 生活習慣について 
項 目 援助の程度 現在の状況 

食事 

□全介助 

□一部介助 

■声かけ・見

守りが必要 

□介助なし 

■箸を使って食べる    ■スプーンやフォークを使って食べる 

□食事を摂るのに改良された食器類を使う 

□流動食や刻み食など食べやすくするために加工する 

□介助をしてもらって食べる 

□その他具体的に（ 

                             ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

姿勢が崩れることが多い 

お箸がうまく使えない 

 

 

姿勢保持が難しい。手先の不器用さが

あり、お箸をうまく操作しにくい様子 

 

 

飲水 

□全介助 

□一部介助 

□声かけ・見

守りが必要 

■介助なし 

現在の状況 

■コップを使って飲む □ストローを使って飲む 

□適切な飲水をしない（□過剰な飲水 □飲水をしない） 

□その他具体的に（ 

                                   ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

 

 

 

 

 

排泄 

□全介助 

□一部介助 

□声かけ・見

守りが必要 

■介助なし 

現在の状況 

□尿意や便意を伝える   ■ズボンやパンツの脱ぎ着をする   

□衣服を汚さずに用を足す □後始末をする   □手洗いをする 

□生理の処理をする    □おむつをしている ■夜尿がある 

□男女のトイレの区別をする 

□その他具体的に（ 

                                   ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

時々夜尿がある 

 

 

 

昼間はほぼ自立。 
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項 目 援助の程度 現在の状況 

着脱 

□全介助 

□一部介助 

□声かけ・見

守りが必要 

■介助なし 

■ズボンやパンツ、スカートの脱ぎ着をする  

■シャツや上着の脱ぎ着をする  □前後・裏表の区別がつく  

□靴下をはく                   □左右を間違えずに靴を履く  

□ボタンの付け外しをする       □ベルトをつける 

□その他具体的に（ 

                                   ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

ボタンの付けはずしやファスナー

に時間がかかる 

 

 

ボタンなど時間はかかるが自分で取

り組めている 

 

入浴 

□全介助 

□一部介助 

□声かけ・見

守りが必要 

■介助なし 

現在の状況 

■体を洗う  ■頭を洗う  □シャンプーやリンス、石鹸等を使い分ける    

□体をタオルでふく        □脱いだ服の後始末をする 

□その他具体的に（ 

                                   ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

 

 

 

 

 

 

整容 

□全介助 

□一部介助 

■声かけ・見

守りが必要 

□介助なし 

現在の状況 

■手を洗う  ■顔を洗う  ■歯磨きをする  □髪を整える 

□爪がのびたら切る  □身だしなみを整える  □気温に合わせて服を選ぶ 

□その他具体的に（ 

                                   ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

歯磨きを嫌がる 

 

 

 

声掛けをするとできることが多い。 

移動 

□全介助 

□一部介助 

■声かけ・見

守りが必要 

□介助なし 

現在の状況 

□義肢・装具を使って移動する   □車いすを使って移動する 

□杖を使って移動する           □歩道や横断歩道を安全に歩行する 

□バスや電車など公共交通機関を利用して移動する 

□その他具体的に（ 

                                   ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

道路への飛び出しが時々ある 

買い物中迷子になったことが数回

ある 

 

危険予知が十分でない面がある 

睡眠 

 

□全介助 

□一部介助 

□声かけ・見

守りが必要 

■介助なし 

現在の状況 

□おおよその就寝・起床時間（ ２２時 ～ ７時 ） 

□昼寝をする（    時 ～    時 ） 

■一人で寝る        □添い寝して寝る 

□夜中に起きることがある  □服薬して寝ている 

□その他具体的に（ 

                                   ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 
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 ３ コミュニケーション・対人関係等について 

項 目 支援の必要性 現在の状況 

意思表示 

・ 

意思伝達 

□必要あり 

■一部必要 

□必要なし 

■ことばで  □単語で  □身振り・手振りで  □指さしで  □視線で  

□表情で   □手話で  □点字で  □手書きで  □文字盤で    

□意思伝達装置で   □絵カードで  □トーキングエイドで 

□その他（                              ） 

【要求するときの特徴】 

家では強く主張する。繰り返し要求する。学校ではあまり言えない。 
【拒否するときの特徴】 

家では泣いて怒る。学校では嫌なときは動かなくなる 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

詳しく説明できない 

 

 

ことばで詳しく説明することは難し

い。簡単な会話は可能。 

理解 

□必要あり 

■一部必要 

□必要なし 

現在の状況 

□話し言葉はほとんど理解できない  ■日常的な単語が理解できる 

□質問に答えられる □会話に応答できる □身振り（指さし、首を振るなど） 

□具体物  □絵・写真（渡す、指さすなど） □文字（ひらがな、かたかな、漢字） 

□その他理解の程度を具体的に（ 

） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

分かっていないことがある 

 

文章になると理解が難しい 

 

遊び 

□必要あり 

■一部必要 

□必要なし 

現在の状況 

□集団で遊ぶのを好む  ■一人で遊ぶのを好む  □大人と遊ぶのを好む 

□遊びの持続性がある  □飽きやすい 

□その他（                              ） 

【好きな遊び、興味・関心のあること】 

 プラレール、ゲーム（マリオ） 
 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

お友だちと遊べない 

ルールがわからない 

 

集団での遊びが苦手。 

遊びのルールが理解できない 

 

対人関係 

■必要あり 

□一部必要 

□必要なし 

現在の状況 
■人に馴染むのに時間がかかる    ■集団での行動が苦手 

■一人でいることが多い       □人付き合い、友達作りが苦手 

□その他具体的に（ 

                                   ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

大勢がいや 

人数が少ない方がよい 

大勢の人と関わることが苦手 

集団行動から外れやすい 

感覚 

□必要あり 

■一部必要 

□必要なし 

現在の状況 
□特定の味や食感が受け付けられない ■食べるものに偏りがある 

■大きな音（声）や特定の音を嫌う  □デパートなど人ごみが苦手 

□視覚情報に気をとられやすい    □触られることを嫌う 

□臭いが気になって集中できない   □暑さ、寒さに過敏 

□クルクル回ったり、揺れたりする遊びが好き 

□その他具体的に（                          ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

学校の放送にびっくりする 

先生の怒る声が怖いと言っている 

感覚の面でやや過敏さあり 
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項 目 支援の必要性 現在の状況 

行 動 
□必要あり 

■一部必要 

□必要なし 

□特定の物や行動にこだわる    □じっとしていることが苦手 

■初めての場所になじむのに時間がかかる  □気が散りやすい 

□突発的に行動してしまうことがある □カッとなったり、イライラしやすい 

□パニックになってしまうことがある ■気持ちの切り替えに時間がかかる 

□不安になったり、怯えることがある □じっとしてあまり動かない 

□その他具体的に（ 

                                   ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

初めてのことに緊張する 

テレビやゲームを終われない 

 

 

なれることに時間がかかる 

 

 

 

４ 生活スキル・社会スキルについて 
項 目 支援の必要性 現在の状況 

生 活 ・ 

活 動 ・ 

社会参加 

□必要あり 

■一部必要 

□必要なし 

■日課に沿って行動する      □身の回りの整理・整頓をする 

□お小遣いの範囲で買い物をする   

□その他具体的に（ 

                ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 
片付けない 

 

 

 

 

 

 

５ 日中の主な活動（学校・幼稚園・保育所等）での様子 
項 目 支援の必要性 現在の状況 

学 校 ・ 

幼稚園・ 

保 育 所 

での様子 

■必要あり 

□一部必要 

□必要なし 

在 籍 状 況：□通常学級在籍  ■支援学級在籍  □加配 

登校・登園状況：■登校・登園できている □休みがち □登校・登園できていない 

登下校・通園手段：（姉と登校                    ） 

【本児の様子】 

最近登校しぶりあり。学童に行くのも嫌がる。 

クラスにも入れていないことが多い 

ことばも少なく、要求や拒否を表現できない 
【好きな活動・科目】 

特に無い 
 

【苦手な活動・科目】 

勉強全般 

給食の時間 
【その他】 

学童も人数が多く、ざわざわした空間でいや。先生が大声で怒るのもいや。 
 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 
学校に行きたがらない 

 

 

 

登校しぶりが増えているが今は何と

か行けている。学校で楽しい時間が無

い様子。 
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６ 家族支援について 

項 目 家族の生活状況 

経済・介

護力・相

談先等 

□生計中心者  ○○ ○子           □続柄   母     

□生計中心者の就労形態   パート          

□経済状況  世帯の年間収入 約     万円 

□主な介護者                  

□介護協力者                  

□本児のことに関する主な相談相手または相談機関   祖母                

□その他（母子手当てとパート収入で生活。 

                                          ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

経済的に苦しい。家も狭い 

 

 

 

 

 

 

 

【家族関係】 

 母子家庭 母、姉、本人の３人で生活  

 

 

 

７ 健康管理について 

項 目 現 在 の 状 況 

健康 

状態 

概ね良好 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

 

 

 

 

 

 

医療的

ケ ア 

□全介助 

□一部介助 

■介助なし 

□医療的ケア対応者                           

□服薬管理  □鼻腔・口腔吸引  □気管内吸引  □気管切開部処理 

□ネブライザー（吸入）  □経管栄養（経鼻栄養・胃ろう栄養等） 

□導尿  □浣腸  □褥瘡予防  □スキンケア 

□その他医療的ケアの頻度等具体的に（ 

                                   ） 

本児・家族の困っていることや希望 対応者が気付いたこと、気になること 

 

 

 

 

 

 

姉(12歳)  

母(38歳） 

本人(７歳)  
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【本児の要望・希望する暮らし】 

学校が楽しくない。学校や学童は嫌なところ。勉強は嫌い 

➊学校で楽しいことが増えてほしい。学校に楽しく行きたい。 
 

【家族の要望・希望する暮らし】 

・➋ことばが増えてほしい 

・➌文字が書けるようになってほしい 

・➊学校や学童に嫌がらずに行ってほしい 

・➍かんしゃくが減ってほしい 

・➎子どもに対して叩かないですむ方法、うまく関わる方法を教えてほしい 
 

【関係職種の情報】 

 

【家屋の見取り図】 □持ち家  ■その他 

 トイレ，浴室位置や形状，玄関，道路までの 

 アクセスや段差等の記入 

（学校） 

クラスに入れない。支援級で過ごすこと

が多くなっている。学校では大人しい

が、嫌なことは固まって動かなくなる。 

(学童) 

大勢がいるところはいやなのか、スタッ

フルームに来ることが多い。職員とは話

をするがお友達にはまだ慣れていない

のかあまり話さない。 

（家庭児童相談室） 

今は母親からの暴力は落ち着いてい

る。母のストレスがたまると手が出てい

た。月 1回の面接を行っている。本児へ

の対応にどうしてよいかわからないこ

とがあるときにイライラするとのこと。 

 

アパートの２階 

 

玄関 

ト

イ

レ 

洗面

所 
浴室 

クロ

ーゼ

ット ベ

ラ

ン

ダ 

 

洋室 

台所  
 

【対応者総合所見（注意すべき点，気になる点を含む）】 

本児 広汎性発達障がい 発達の遅れ有り  

集団行動苦手など社会性の弱さ有り  

書字苦手 手先不器用 

   学校(学童)への登校しぶり有り。 学校でクラスには入れていない状況。本人自身

学校で楽しく過ごせている実感が無い様子。母親の教員に対する不信感もあり、学校

と家庭の連携がうまく取れていない。①本児の発達の支援と②学校での支援が必要。

また、③ことばでのコミュニケーションや書字についても支援が必要である。 

 

家庭環境  

母親による虐待が乳幼児期に見られ、今のところ落ち着いている様子。母親の本児に

対するストレス状況が続くと手が出ていることから、本児の行動の改善や精神的安定

を図りながら、母親の負担を減らすことが重要。母方祖母は協力的。週末姉と２人で

泊まりに行くなどの援助あり。母の祖母への不満も聞かれることから、祖母の援助を

増やすことは望ましくないと思われる。また、④母親自身、本児の障がい特性に合わ

せた対応についても少しずつ学ぶ機会を作る必要もある。家事は上手に手際よくする

ことは難しいが、家事はあまりストレスにはなっていない様子。 

サービス等利用計画の 

■希望する生活 

■総合的な援助の方針 

■本人のニーズ 

サービス等利用計画の 

■支援目標 
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 障がい児の支援におけるニーズ整理のポイント 

 

 

 

① 児童の場合、保護者のニーズが中心となることが多い。乳幼児や発語の乏しい児童など本人

から聞き出すことが難しい場合と、言葉の表出はあるものの今後や将来のことを見通したニーズ

を求めることが難しい場合がある。子どもの基本的人権について、特別な保護と援助を必要とす

る子どもの視点から定められた「子どもの権利条約」を踏まえ、児童本人が気持ちや希望を伝え

る機会の確保が大切である。相談支援専門員が本人の希望を汲み取り、保護者にとってのニーズ

と児童本人にとってのニーズであろうことをすり合わせ、本人が活き活きと主体的に生活できる

ような計画作成が望ましいと思われる。 

② 児童の年齢が低いほど、「ことばが増えてほしい」「○○ができるようになってほしい」など

個別支援計画と重なるようなニーズが出やすい。そのような能力の獲得によって望まれる今後の

生活についても話題にすることが必要である。 

③ 障がいの受容の程度によるところも大きいが、児童の実際の姿とかけ離れたニーズも聞かれ

ることがある。面接の中で、実際の児童の状態を確認していきながら、保護者と優先順位をつけ

つつ、今の児童の状態に必要な支援は何かを一緒に考えていくことが望ましい。 

④ 保護者の状態によって、面接内容について保護者が理解できるよう、内容を具体的にわかり

やすく提示することが必要である。また、保護者の育児能力や生活環境を見て家族支援がどの程

度必要かを視野に入れて面接を行う。場合によっては家計や住居についてのニーズが出てくるこ

ともあり、家族支援の一つではあるが、児童自身のニーズと分けて考えることが計画の目標を決

める際必要となる。 

 

 

 

面接の中で、保護者の理解が難しく、質問とは違った内容の返答が返ってくることが多く、本児

の成長の経過についても記憶が不確かなところ等が目立った。わからないことについて警戒心が強

いため、できるだけわかりやすく簡潔に図など視覚的な補助手段を使いながら説明することを行っ

た。ニーズについては、今住んでいる住居の狭さや新しい住居に引っ越したいなどの希望や、家計

の苦しさ、生活保護を受けた方がよいか等の相談も含まれ、本児自身のニーズに焦点を向けること

が意図的に必要であった。本児の発達の遅れなど気になるところは捉えておられ、どのような支援

があれば本人の生活のしやすさにつながるかを面接の中で確認する作業を行うことができた。また、

母親自身から「自分が怒らないように、この子を叩かないですむ方法があれば教えてほしい」とい

うことばが聞かれ、母親自身の育児や関わり方の改善がニーズとして上がった。その意欲をサポー

トすることが虐待防止につながると考えられ、計画の中に織り込む形となった。 

今回、本児との話の中で「学校や学童に行きたくない。嫌なところ」という訴えがあり、本児の

ことばで｢学校や学童に楽しく行けるようになりたい｣というニーズが聞かれた。計画作成において

児童から出てくる切実な訴えに対してきちんと耳を傾け、保護者のニーズと合わせて必要な支援が

適切に入るよう心がけた。 

 

→ 障がい児のアセスメントやニーズ整理については、「大阪府相談支援ハンドブック」Ｐ.35、44～46

もご参照ください。 

<本ケースにおけるニーズ整理についての配慮点> 

<児と者のニーズ整理における違い> 



別紙１

申請者の現状（基本情報）

相談支援事業者名

１．概要(支援経過・現状と課題等)

２．利用者の状況

氏  名 ○○ ○太 生年月日 ○年○月○日 年  齢

電話番号

 [持家 ・ 借家 ・ グループ/ケアホーム ・ 入所施設 ・ 医療機関 ・ その他(    )] FAX番号

性別  男 ・ 女

家族構成 ※年齢、職業、主たる介護者等を記入 社会関係図 ※本人と関わりを持つ機関・人物等（役割）

生活歴 ※受診歴等含む 医療の状況 ※受診科目、頻度、主治医、疾患名、服薬状況等

本人の主訴（意向・希望） 家族の主訴（意向・希望）

３．支援の状況

名称 提供機関・提供者 支援内容 頻度 備考

広汎性発達障がい･知的障
がい（療育手帳Ｂ１）

○○相談支援センター △△ △△

 乳幼児期より母親の本児へ身体的虐待が数回確認され、保健センターや家庭児童相談室が定期的に訪問や面接を行うなど関与してい
る。本児が年中時、父親の姉への虐待、母親への暴力があり、その後離婚。姉は虐待発覚後、児童養護施設に入所したが最近になって家
に戻り、現在は母子家庭で母、姉、本児の３人で生活。母方祖父母が市内に住んでいて、土日は実家へ姉と本児二人で泊まるなど援助は
受けているものの、母の祖母に対する不満も時折聞かれている。
 本児は１歳から保育所に入所。１歳半健診で発達の遅れを指摘され、２歳より児童発達支援事業所に週２回通室。就学相談を経て地域
の小学校支援学級に入学、学童保育を利用。入学に際して、家庭児童相談室より放課後等デイサービスなど療育の利用を勧められたが、
母がいくつも同時に利用することで混乱することや学童との違いについて理解できず、学童の利用にとどまる。
 本児の発達としては広汎性発達障がい(知的障がいを含む）と診断され、療育手帳B1取得。ことばのコミュニケーションの遅れが大き
く、手先の不器用さや書字が難しいこと、学校生活でクラスに入れない等の状況が続いている。支援学級や学童の教員と母親の間もコ
ミュニケーションが十分でない面があり、母親は教員に対する不信感を持っている。最近になって、本児が学校や学童に行くことを嫌が
るようになり、帰宅後かんしゃくが激しいことから、母より相談の電話が入る。面接する中で、放課後等デイサービスなどサービスの利
用を希望され、計画作成となる。
 母親は理解が難しい面や家事・育児能力の低さもあり、本児のかんしゃくや指示に従わないなどの行為に対してストレスがたまると、
本児に手が出ている。母親の負担軽減も含めたサービス利用等の支援が必要と考えられる。

学校や学童が楽しくない。楽しく通いたい。

・母と子ども２人の母子世帯                                                 

７歳（小学１年生）

障がい支援（程度）区分

090-****-****（母）○市
住  所

作成日 計画作成担当者

その他の
支援

預かり 月～金曜日

平成26年6月2日

○○大学附属病院 6か月毎に受診

母方祖母 預かり

○○学童保育所

もっとことばで話ができるようになってほしい
文字が書けるようになってほしい
かんしゃくが減ってほしい
学校や学童に楽しく行ってほしい
子どもに上手に関わる方法を知りたい

親族による支援

公的支
援（障が
い福祉
サービ
ス、介護
保険等）

障がいまたは疾患名

週末

学童保育

体重2850gで出生。出生時異常無し。乳幼児期より母親からの身体的虐待があ
り、保健センターや家庭児童相談室が関与、母親への指導が入る。１歳より保
育所入所。１歳半健診で発達の遅れを指摘され２歳より児童発達支援事業所に
週２回通室(グループ・個別)。年中児に広汎性発達障がい(知的障がいを伴
う）の診断有り。療育手帳B1取得。公立小学校支援学級に入学。学童保育を月
～金曜日利用。最近、家でのかんしゃくがひどくなり、学校や学童への行き渋
りが目立ってきている。

母親・姉

市子ども部

（支給決定）

○○保育所

○○児童発達支援事業所

家庭児童相談室
（相談）

○○小学校

学童保育所

○○病院小児科

市保健センター

本児

祖父母

姉(12歳) 本人(７歳)

母(38 歳）
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申請者の現状（基本情報） 【現在の生活】

利用者氏名 障がい支援（程度）区分 相談支援事業者名

計画作成担当者

月 火 水 木 金 土 日・祝 主な日常生活上の活動

週単位以外のサービス

○○相談支援センター

○○学童保育所

・月曜日から金曜日まで
学童保育を利用。
・週末は祖母宅へ姉と泊
りに行くことが多い。

入浴

祖 母 宅

起床・朝食・準備

○○学童保育所

起床・朝食・準備

起 床・朝 食

別紙２

12:00

6:00

8:00

10:00

○○ ○太

△△ △△

起床・朝食・準備

2:00

4:00

14:00

16:00

18:00

20:00

22:00

0:00

帰  宅

起床・朝食・準備 起床・朝食・準備

帰  宅

公立○○小学校 公立○○小学校 公立○○小学校 公立○○小学校 公立○○小学校

テレビ、ビデオ、
ゲーム等

帰  宅 帰  宅

○○学童保育所

帰  宅

テレビ、ビデオ、
ゲーム等

○○学童保育所

夕 食・入 浴 夕 食・入 浴 夕 食・入 浴 夕 食・入 浴夕 食・入 浴

就寝 就寝

祖 母 宅

○○学童保育所

就寝

テレビ、ビデオ、
ゲーム等 テレビ、ビデオ、

ゲーム等
就寝

テレビ、ビデオ、
ゲーム等

テレビ、ビデオ、
ゲーム等

就寝 就寝
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障がい児支援利用計画

利用者氏名 障がい支援（程度）区分 相談支援事業者名

利用者負担上限額 計画作成担当者

地域相談支援受給者証番号 通所受給者証番号

計画作成日 モニタリング期間（開始年月） 利用者同意署名欄

総合的な援助の方針

長期目標

短期目標

福祉サービス等

種類・内容・量（頻度・時間）
提供事業者名
（担当者名・電話）

1

2

3

３か月

4

３か月

5

３か月

6

△△ △△

123456789

様式２－１

○○ ○太 ○○相談支援センター

➍かんしゃくが減ってほし
い(母）

障がい福祉サービス受給者証番号

利用者：➊学校や学童に楽しく通いたい

家族：➋ことばで話したり会話することが増えてほしい。➊楽しく学校に通って勉強したりお友だちと遊んでほしい

平成26年6月14日

希望する生活

３か月（平成26年９月） ○○ ○子

０円

優
先
順
位

本人のニーズ 支援目標
達成
時期

本人の役割
評価
時期

その他留意事項

➋もっとことばで話せるよ
うになってほしい(母)

○○放課後等デイ
サービス事業所
（℡###-###-
####）

事業所に通うことに慣れ、
スタッフやお友だちと楽し
く過ごす

３か月

母が仕事や都合が悪い時など祖母が
送迎

①③支援を受ける中で、要
求や気持ちを伝えることが
増える

①支援を受ける中で気持ち
の安定を図り、コントロー
ルできるようになる

放課後等デイサービス（10
日/月）

言語聴覚士による言語訓練
（２回/月）

○○教育センター
（℡###-
###=####）

教育センターへ母親と決め
られた時間に通い必要な訓
練を受ける

③専門的な支援を受ける中
で、文字が書けるようにな
るためのスキルを少しずつ
身につける

○○児童発達支援
センター （℡
###-###-####）

保育所等訪問支援（２日/
月）

１年
（平成27年
６月）

保護者面接 （２回/月）④専門のスタッフに相談し
ながら、対応について学ぶ

②支援を受ける中で、集団
生活での生活に慣れ、楽し
く過ごす時間が増える

➎子どもへの関わり方を教
えてほしい（母）

「厚生労働省サービス等利用計画・障害児支援利用計画等様式例」を一部改変

○○教育センター
（℡###-###-
####）

仕事の調整を図り、決まっ
た日時に親子で通う

○太くんの成長をふまえながら、➋➌➍ことばでのコミュニケーションを広げ、学習・生活面でできることを少しずつ増やしていく中で、➊楽しく学校生活が送れるようにしま
しょう。

○太くんに合った環境の中で分かることが増え、自信を持って意欲的に活動できることやことばでのコミュニケーションが増える

事業所など新しい環境に慣れ、楽しく通いながら、人との関わりの中で、ことばでのコミュニケーション意欲が高まり、主体的に活動できることが増える

➌文字が書けるようになっ
てほしい（母）

１年
（平成27年
６月）

１年
（平成27年
６月）

１年
（平成27年
６月）

６ヵ月
（平成26年
12月）

➊学校や学童に楽しく通い
たい

小学校に元気に通う

本人のニーズの実現に向けて、保護者のニー
ズ(本児の発達促進）とともに関連機関との
環境調整も含めた支援目標を作成。

新たな支援を導入後、本人や家族の
思いの変化や環境調整(学校など）の
進み具合の状況を把握していく。

本人自身分からない事柄が多く、ことばで説明したり
嫌な気持ちを表現することができずに泣いたり癇癪等
の行動で表している事が多い。ことばでのコミュニ
ケーションの広がりを目標の中心とし、家や学校で楽
しく過ごすことにも繋がるものと考えた。

保護者のニーズに加え、本人の意向も取り入れ
た支援方針を設定。本人が生活全般において分
かることや楽しいと思える事が増え、意欲的に
学校生活が送れるような視点で作成。

サービス提供開始時

面接の中で、母親自身から育児や関わり方の改善がニーズとし
てあがっており、その意欲をサポートすることが虐待防止につ
ながると考えられるため計画に位置付けた。このように、保護
者自身のニーズに対応した支援目標も取り入れることも重要。
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障がい児支援利用計画【週間計画表】

利用者氏名 障がい支援（程度）区分 相談支援事業者名

利用者負担上限額 計画作成担当者

地域相談支援受給者証番号 通所受給者証番号

計画開始年月

月 火 水 木 金 土 日・祝 主な日常生活上の活動

週単位以外のサービス

サービス提供
によって実現
する生活の
全体像

就   寝 就   寝

祖 母 宅

学童保育所 学童保育所

就   寝 就   寝 就   寝 就   寝

入浴
テレビ、ビデオ、

ゲーム等
テレビ、ビデオ、

ゲーム等
テレビ、ビデオ、

ゲーム等テレビ、ビデオ、ゲーム
テレビ、ビデオ、ゲー
ム等

入浴入浴

平成26年７月

公立○○小学校

学童保育所

帰  宅 帰  宅 帰  宅
放課後等デイサービ

ス
放課後等デイサービ

ス

公立○○小学校 公立○○小学校

０円

公立○○小学校

様式２－２

6:00

8:00

障がい福祉サービス受給者証番号

・月、水、金曜日は学童保
育を利用。
・火・木曜日は放課後等デ
イサービスを利用。
・週末は祖母宅へ姉と泊り
に行くことが多い。

○○ ○太

12:00

14:00

起床・朝食・準備

○○相談支援センター

起床・朝食・準備

△△ △△

123456789

18:00

祖 母 宅

起床・朝食・準備 起床・朝食・準備 起床・朝食・準備

起 床・朝 食

公立○○小学校

16:00

10:00

放課後等デイサービス、保育所等訪問支援、教育センターの利用により、専門的な療育を受け、必要に応じたに関わりが行われることで、
➋➌➍ことばのコミュニケーションの広がりや全体の発達が期待され、保護者の負担感の軽減と共に、➊楽しく学校生活が送れるようになる。
また、保護者の定期的な面接により、➎○太くんに合った子育てや関わり方を相談できる。

20:00

22:00

0:00

・教育センター言語訓練
２回/月
・保育所等訪問支援 ２日
/月
・教育センターのスタッフ
と保護者面接 ２回/月
(言語訓練時に並行面接）

夕 食・入 浴 夕 食・入 浴 夕 食・入 浴

2:00

4:00

サービス提供開始時
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モニタリング報告書(継続障がい児支援利用援助）

利用者氏名 障がい支援（程度）区分 相談支援事業者名

利用者負担上限額 計画作成担当者

地域相談支援受給者証番号 通所受給者証番号

計画作成日 モニタリング実施日 利用者同意署名欄

総合的な援助の方針 全体の状況

計画変更の必要性

サービス
種類の変更

サービス
量の変更

週間計画の
変更

1 有・無 有・無 有・無

2 有・無 有・無 有・無

3 有・無 有・無 有・無

4 有・無 有・無 有・無

5 有・無 有・無 有・無

6 有・無 有・無 有・無

専門のスタッフに相談
しながら、対応につい
て学ぶ

１年
（平成27
年６月）

１年
（平成27
年６月）

６ヵ月
（平成26
年12月）

１年
（平成27
年６月）

支援を受ける中で、集
団生活での生活に慣
れ、楽しく過ごす時間
が増える

専門的な支援を受ける
中で、文字が書けるよ
うになるためのスキル
を少しずつ身につける

１年
（平成27
年６月）

○○ ○太

訓練へ嫌がらずに行ってい
る。言語の先生から出され
た宿題も言えばやってい
る。字を書くことはゆっく
りなら書ける字もある。

様式３－１

○○ ○子

最初は緊張していたが少し
ずつ場所に慣れてきて笑顔
も見られ、スタッフに簡単
な要求など言えるように
なってきている。

自分から話してくることが
少し増えた気がする。

専門的な支援が始まり、○
太くんの訓練の取り組みは
概ね良好。意欲もみられる
ことから、引き続き言語訓
練での支援を継続。

平成26年9月25日

０円

新しい支援の環境に慣れて
きて、コミュニケーション
意欲も高まりつつある様
子。今後も現状の支援を継
続。○太くんの状況によっ
ては利用日数を増やすこと
も検討。

少しずつことばで伝えるこ
とが増えてきている。

123456789

放課後等デイサービスであ
まりかんしゃくを見せるこ
とは無い。声が小さく、お
となしい方。

困っていることや心配なこ
とについて話を聴いても
らっている。家でできるこ
とを教えてもらうこともあ
る。

生活の中で○太くんの困っ
ている行動やわからないこ
とが少しずつ話されてい
る。保護者の取り組めると
ころで具体的な対応につい
ての話もおこなっている。

（スタッフと）プラレール
した。楽しかった（○太く
ん）
学校や学童に行くことを嫌
がることもあるが、少しま
しになった。以前は毎朝嫌
がっていたが今は嫌がらず
に行くこともある。（母）

定期的な保護者面接を行う
ことで保護者も気持ち的に
落ち着いている様子。引き
続き相談できる場の確保が
必要。現状の支援を継続。

激しく怒ることはあるが、
少し減ったように思う。

着席して取り組むことはで
きている。課題に対して途
中で集中が途切れることも
あるが、促すと取り組んで
いる。

面接の中で、話を聴いても
らいながら具体的なアドバ
イスを取り組みつつある。

事業所での支援の中で気持
ちを出せるようになること
が家でのかんしゃくの減少
につながる。今後も現状の
支援を継続。

外ではあまりかんしゃくを
起こすことは無い。家での
かんしゃくは少し減少して
いる様子が伺える。

○太くんに合った支援の中
で、学校で安心して過ごせ
る時間が増えるよう、周囲
の環境調整を行いつつ、○
太くんが楽しいと思える経
験を増やすことが必要。今
後も現状の支援を継続。

定期的な訓練が始まり、嫌
がらずに通えることができ
ている。

小学校では話すことも少な
く、教室に入れないことも
多く見られるが、スタッフ
の関わりがあると発話も少
し聞かれ、楽しく過ごして
いる様子が見られる。

優先
順位

○○相談支援センター

△△ △△

学校での支援が入ったこと
で周囲の理解が少し得られ
たこともあり、学校で過ご
すことに対して拒否感が
減ってきた様子

○太くんの成長をふまえながら、ことばでのコミュニケーションを広げ、学習・生活面でできるこ
とを少しずつ増やしていく中で、楽しく学校生活が送れるようにしましょう。

支援が始まり、放課後等デイサービスや教育センター等、新しい環境に慣れ始めてきている。楽しい
場所として通うことができている様子。また、小学校への保育所等訪問支援が開始したことで○太く
んの学校生活への気持ちもやや変化が見られ始め、登校渋りも少し減ってきたようである。母親も○
太くんのかんしゃくも減ってきていることで気持ち的に落ち着いている状態。全体的によい変化が見
られつつある状況。

支援を受ける中で、要
求や気持ちを伝えるこ
とが増える

支援を受ける中で気持
ちの安定を図り、コン
トロールできるように
なる

平成26年6月14日

「厚生労働省サービス等利用計画・障害児支援利用計画等様式例」を一部改変

その他留意事項

障がい福祉サービス受給者証番号

支援目標の達成度
（ニーズの充足度）

今後の課題・
解決方法

（残された課題、新たな課
題）

本人の感想・
満足度

サービス提供状況
（事業者からの聞き取り）

達成
時期

支援目標

支援導入後本人や家族全体で過ごしやすく
なっているか、必要に応じて保護者の負担軽
減や本人の余暇も含めた支援拡大を検討する。

本人の行動の変化のみでなく、支援が入った
ことによる本人や保護者の気持ちや関係性の
変化も丁寧に聴き取り、状況を把握する。

３か月後（初回モニタリング）

＜モニタリングにおける留意点＞
Ø 子どもの発達状況の変化や、様々な経験等による本人の気持ちの変化を把握し、その時々の本人の状況やニーズに応じた見
直しを図るとともに、将来の姿をイメージしながら支援について本人・保護者と相談していくことが必要である。

Ø 子どものライフステージに応じて変化する環境や支援者・関係機関をつなぎ、一貫性・継続性のある支援を提供するため、
関係機関の引継ぎや連携がスムーズにいくように市町村を中心に連携していくことが必要である。

保護者や家族の本人に対する捉え方や思い、
本人の気持ちを丁寧に聴き取る。
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（１）計画及び支援内容の振り返り 

本児の発達の課題や虐待、保護者の養育能力や家族の基盤の弱さなど複数の課題を抱えるにもかか

わらず具体的な支援が途切れていたケースである。支援につながるよう保護者のペースに合わせなが

ら、保護者の受け入れることのできる範囲内でサービスの利用を組み立てていくこととなった。低所

得世帯ということもあり、相談の中で家計や住宅のことまで話題に出てくる中で、本児の発達や学校

生活に焦点を向けていくことに心がけ、今後の本児の生活の見通しやそれに向けて今何が必要かを保

護者に合わせて考えていくことが必要であった。保護者もわからないまま何かをされることに不信感

を持っており、信頼できる相手になる関係作りや保護者の大変さや気持ちを理解する姿勢で傾聴する

ことに重点を置いた面接を行った。 

 本児の発達を重視した障がい児支援利用計画を作成し、サービス導入後、様子を見ながら短期入所

など保護者の負担軽減につながる支援の強化を図ることも念頭にあった。サービスの導入により本児

も学校と家のみの生活から、新しく通う場所が増え、自分にとって侵害されるところではないこと、

安心できる場所であることを理解し、楽しく通うことができつつあるようである。本児にとって楽し

いことが増え、1週間の見通しや期待を持って生活できるようになり、気持ちの安定にもつながって

きていると考えられる。学校や学童への行き渋りはやや減少した。保護者も本児のかんしゃくが減り、

本児に対する対応で混乱することがやや減ったことが語られた。放課後等デイサービス利用のときは

夕食を食べてくることにより、家事の軽減にもなっているようで、気持ち的に少し楽になった様子で

ある。全体的に生活の流れが変わり良い方向に動いていることが伺える。今後も母親の状態を見なが

ら、必要に応じて短期入所、祖母の負担を減らすことや余暇支援も含め日中一時支援の導入も検討し

ていく予定である。 

 

（２）社会資源の活用方法 

虐待や学校への行き渋りがあることから、家庭児童相談室や学校との連携が必要であった。 

家庭児童相談室では保護者面接を定期的に行っていることから、連携を取ることで保護者の像がよ

り鮮明になり、その時々の状態が見えてくることに利点が大きい。学校との連携により、保護者から

聞く情報が学校側の情報とどの点が異なるかを見極めることが可能となり、食い違いはどこにあるの

かわかることで修正を図っていきやすいと思われる。今回の計画で保育所等訪問支援を導入したが、

その両者の関係改善も一つの目的としている。学校側の本児の支援のあり方や方向性についても確認

しながら、必要な支援を示すきかっけになることを期待している。また、言語訓練の導入により、言

語聴覚士によるより専門的な視点を学校にも伝えていくことで、本児に合った支援が広がり、本児に

とって理解できる環境を増やすことが生活しやすさに結びつくと思われる。 

３．総評 


